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○  AIやICT、ビッグデータなどの先端技術が新たなビジネスを生み出し、テクノロ

ジーによる社会の効率化は、今後、益々加速していくことが予想されます。この先

端技術をどのように活用すれば、地域経済の活性化や地域課題の解決に繋げること

ができるか、グループ内で討論してください。 

 

○  ４年前の熊本地震の発生により、阿蘇へのアクセスルートが遮断されましたが、

これまでの復旧作業が実を結び、阿蘇へのすべての幹線道路及びＪＲ豊肥本線の運

転が再開される見込みとなりました。アクセスルートの復旧を契機として、阿蘇地

域の観光振興につなげるための方策について、グループ内で討論してください。 

 

○  熊本都市圏は通勤・通学時間帯の交通渋滞が著しい地域ですが、渋滞を緩和させ

る方策について、どのような取組みが効果的であるか、グループ内で討論してくだ

さい。 

 

○  キャッシュレス決済は利便性が高い反面、個人情報の管理や高齢者による利用の

難しさなどの課題もあります。現在、本県のキャッシュレス決済の比率は、全国平

均を下回っていますが、今後、キャッシュレス決済を普及させるためには、どのよ

うな取組みが有効であるか、グループ内で討論してください。 

 

○  全国的に農業の担い手不足などによる耕作放棄地の増大が問題となっています

が、本県において解決するための有効な施策について、グループ内で討論してくだ

さい。 

 

○  本県を訪れる外国人は近年増加傾向にありましたが、世界的な新型コロナ

ウイルスの感染拡大に伴い、今年度は大きく落ち込むことが予想されます。

今後、本県を訪れる外国人旅行者数の回復を図るには、どのような方策が有

効であるか、グループ内で討論してください。 

 

○  昨年４月から外国人材の受け入れの新たな制度がスタートしたことにより、今後、

農業や県内企業における外国人労働者の受入れが大きく拡大することが予想され

ます。労働力の確保に繋がる反面、コミュニケーションの問題への対応など、解決

すべき課題も多くあります。本県として外国人労働者と共生していくためには、ど

のような取組みが有効であるか、グループ内で討論してください。 

 

 

 

集団討論については、試験日の午前、午後（いずれか受験）ごとに以下の課題中１題

を出題。なお、課題については、グループ内で活発に議論を行っていただくため、

様々な分野から出題しています。 



○  労働人口の減少や新型コロナウイルスの感染拡大などを背景に、テレワークやフ

レックスタイム制など、働き方の多様化が注目されていますが、県内企業にはまだ

十分に浸透していないのが現状です。県内企業に対し、多様な働き方を推進してい

くための方策について、グループ内で討論してください。 

 

○  くまモンのイラストを使った関連商品の売上げが、１，５００億円（２０１９年）

を超え、２０１１年からの９年間で売上高の累計は８，１００億円を超えました。

今後、本県の魅力を国内外に発信し、更なる経済効果を生み出すためには、くまモ

ンの活動をどのように進めていくべきか、グループ内で討論してください。 

 

○  近年、食べられる食品が消費されずに廃棄される「食品ロス」が問題となってお

り、資源の有効活用や、環境負荷の観点からも「食品ロス」の削減を図ることが必

要です。この「食品ロス」の削減のために、どのような取組みを推進していくべき

か、グループ内で討論してください。 

 

○  インターネットやＳＮＳは利便性が高く、正しく安全に使用すれば便利なもので

すが、一方で、若者が犯罪やトラブルに巻き込まれるケースは少なくありません。

若者のインターネット利用によるトラブル防止には、どのような取組みが有効か、

グループ内で討論してください。 

 

○  近年、男性による育児休業の取得率は上昇傾向にありますが、女性の取得率と比

較すると依然として低い水準にあります。今後、本県において男性の育児休業の取

得を推進するには、どのような取組みが有効であるか、グループ内で討論してくだ

さい。 


